
令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00473

事務事業名称 07項 目 03 整理番号款 01 事業 003 488情報教育の推進

連絡先 昨年度
現担当課名 庶務課 係名 学校ICT推進担当係 1608 500整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 既定事業

事業開始 平成 2年度 実行計画事業 目標05 施策 27 計画事業 04 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

平成30年度
庶務課 事業評価区分 一般

担当課名

対象 高度情報通信ネットワーク社会形成基本法、新たな情報根拠 （１）区立小・中・養護学校の児童・生徒及び教職員 通信技術戦略（平成22年）法令
等

学校におけるＩＣＴ環境の整備について（平成29年文部（２） 科学省）

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
教職員用パソコンの配備台数務 校務のＩＣＴ活用促進とともに、校内のＩＣＴ環境整備 指標名（１）

を進め、日常の授業改善、児童・生徒ひとり一人の課題事
の解決に向けた個別対応、教師の校務負担の軽減を図る 指標説明業 。

の 教育用パソコン1台当たりの児童・生徒数
指標名（２）概

要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○教職員用の校務パソコンを配備し、校務システム

成果指標の維持管理を行う。
教職員用パソコンの配備台数○教育用パソコン（パソコン教室、教員用タブレッ 指標名（１）

トＰＣ、学校図書館用パソコン、児童・生徒用タブ
校務システム用クライアントパソコン（校別パソコン）レットＰＣ）を配備し、教育用システムの維持管理 指標説明
の配備台数を行う。
児童・生徒用端末1台当たりの児童・生徒数指標名（２）

児童・生徒の利用を専用としたタブレットＰＣ１台当た指標説明
りの児童・生徒数

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

台活動指標（１） 1 100.02,146 2,146 2,146 2,164 2,164 2,283

人活動指標（２） 2 100.04.0 3.3 3.3 3.1 3.1 3.0指
台標 成果指標（１） 3 2,146 2,146 2,146 2,164 2,164 2,283 100.0

人4成果指標（２） 90.95.9 4.6 4.4 4.4 4.0 3.8

平成30年度千円5 99.4事業費 768,8881,145,5061,129,6801,100,0221,093,1811,379,028予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 0 0 0 0 0 0 特記事項

（内）委託費 7 千円 203,989381,966375,317153,764153,705280,219

8 人 3.00 2.00 2.50 3.00 3.00 3.00常勤職員数
職
再任用職員数員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

数
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00非常勤職員数 人10

総 常勤職員分 千円11 25,686 17,124 21,478 25,773 25,278 25,278
人事
件 12 千円業 再任用職員分 0 0 0 0 0 0

費 費
千円非常勤職員分 13 0 0 0 0 0 0・

コ 総事業費 794,5741,162,6301,151,1581,125,7951,118,4591,404,30614 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 370,258541,766536,420520,238516,848615,11415 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 0 0 0 0 0 017 千円

都からの補助金等 15,225 63,268 66,764 0 0 018 千円財
源 0 0 0 0 0 0その他の補助金等 19 千円

特定財源計 15,225 63,268 66,764 0 0 020 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 779,3491,099,3621,084,3941,125,7951,118,4591,404,30621 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 488

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

271,610校務システム用パソコン、サーバ等機器の賃貸借及び運用保守平
成

214,483電子黒板システム、タブレットＰＣの賃貸借及び運用保守3
（１）主な取組0

379,294コンピュータ室の機器賃貸借及び運用保守年
度

197,263区立小・中学校、特別支援学校ネットワーク機器賃借及び運用保守の
事

その他（図書館システム使用料、緊急メール配信システム運用　ほか 30,531）業
実 　新校務システムの構築に向けたシステム設計、小学校18校と杉並和泉学園のコンピュータ室のタブ
施 レットＰＣへの入替え、小学校3校のタブレットＰＣの更新、小学校2校と中学校1校へのタブレット
状 ＰＣの配備、桃井第二小学校新校舎のネットワーク機器の整備を実施しました。（２）事業実績況

　Ｈ2：中学校11校コンピュータ教室設置／H13：全校ネット接続環境整備／H17：校務システムと図
書館システムの導入／H18：中学校教室ネット接続回線架設／H19：小学校教室ネット接続回線架設、
全校図書館システム・教室用パソコン・教職員校務パソコン配備／H20:校務システム（スクールオフ

事業開始当初から ィス）稼動／H24：校務システム改修の実施／H26：電子黒板機能付プロジェクターの整備／H27：研
究校へタブレットＰＣ配備／H28：小学校12校のＬＡＮケーブル更新／H29：小学校22校、中学校21校現在までの変化
、特別支援学校1校のＬＡＮケーブル更新と小学校4校、中学校5校、特別支援学校1校へタブレットＰ
Ｃ配備／H30：小学校2校、中学校1校へタブレットＰＣ配備、文科省：学校におけるＩＣＴ環境の整
備について（教育ＩＣＴ化環境整備5か年計画）事

業
　小学校ＰＴＡ協議会から教育機会の均等を図るため、全校へのタブレットＰＣの適正配備、特別支環
援学級へのタブレットの配備、授業サポートに必要なＩＣＴ支援員の訪問回数の増、中学校ＰＴＡ協

境 議会から、特別支援学級へのタブレットの配備に関する予算要望が提出されています。事業に対する意見
の
（事業に対する期待・

変
　要望・苦情など）

化
と
方
向

　令和２年度から小学校、令和３年度から中学校での新学習指導要領が全面実施され、教科等をこえ性
た全ての学習の基礎となる資質・能力として、情報活用能力が、言語能力、問題発見・解決能力等と
同様に位置づけられています。
　このうち、情報活用能力（プログラミング教育含む）を身に付けるため、児童・生徒が１人１台の今後（3～5年）の予測
タブレットＰＣを活用できる環境を整備していきます。と方向性

　小中一貫教育推進基本方針に基づく連携校グループへ、順次、普通教室での授業に使うためのタブ
レットＰＣを配備しました。
　今後は、新学習指導要領の全面実施に合わせて、令和2年度に全小学校、令和3年度に全中学校にお
いて、授業展開に応じて、児童・生徒が1人1台利用できる環境として、タブレットＰＣの配備を進め評価と課題 ていきます。

Ⅰ 事業コストの方向性 拡充
翌年度予算の方向性

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 手段・方法の見直し（改善）

翌 　校務パソコンは、新基幹アプリケーション「Ｃ4ｔｈ」を平成32年4月から運用するため、システム
構築を行うとともに、普通教室に設置している電子黒板機能付きプロジェクターの新機種への交換作年
業を行います。度
　また、令和2年度に、児童・生徒用タブレットＰＣは、新学習指導要領が小学校で全面実施されるの

翌年度予算の方向性の ことに向けて、全小学校に、必要な授業時間に１学年全クラスが同時に使えるよう追加配備し、併せ方
理由・内容 て、教員用タブレットＰＣ及び校務ネットワークの基盤システムの更新を計画的に進めます。針

IP27PA11



令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00487

事務事業名称 07項 目 03 整理番号款 01 事業 018 500学校図書館の充実

連絡先 昨年度
現担当課名 教育人事企画課 係名 教育人事係 1654 512整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 既定事業

事業開始 平成21年度 実行計画事業 目標05 施策 27 計画事業 03

平成30年度
教育人事企画課 事業評価区分 一般

担当課名

対象 杉並区非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例根拠 （１）杉並区立小・中学校の児童・生徒 法令
等

学校図書館法（２）

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
学校司書配置校数務 ○学校司書を配置し、子どもたちが本と触れ合う機会と 指標名（１）

仕組みを整備し、学校図書館を「読書センター」「学習事
センター」・「情報センター」として機能させ、学校図 指標説明業 書館を活用した教育活動を推進する。

の
指標名（２）概

要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○学校図書館の運営体制の充実・強化を図り、学校

成果指標の経営力・教育力を高めていくため、区立小・中学
学校図書館の年間平均貸出冊数（児童・生徒校に学校司書を配置する。 指標名（１） 一人当たり）（小学校）○学校図書館の蔵書の充実を図る。
学校図書館の年間貸出冊数÷児童・生徒数○学校図書館を活用した教育活動の推進に向け支援 指標説明

を行う。
○学校司書の資質向上を図る。 学校図書館の年間平均貸出冊数（児童・生徒指標名（２） 一人当たり）（中学校）

学校図書館の年間貸出冊数÷児童・生徒数指標説明

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

校活動指標（１） 1 100.064 64 64 64 64 64

活動指標（２） 2指
冊標 成果指標（１） 3 42.7 40.5 45.7 44.0 46.8 45.5 106.4

冊4成果指標（２） 87.19.8 14.0 10.7 14.0 12.2 14.5

平成30年度千円5 97.5事業費 156,162167,410161,520 4,406 4,295 3,929予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 0 0 0 0 0 0 特記事項
平成29年度に対し平成

（内）委託費 7 千円 0 0 0 0 0 030年度の事業費が大幅
に減少していますが、

8 人 2.30 2.30 2.40 2.40 2.40 2.40常勤職員数 これは平成30年度から職
、学校司書及び学校図再任用職員数員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
書館支援パートの報酬数 に係る経費が、別の予1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00非常勤職員数 人10
算事業「パートタイマ

総 ー人件費」（人事課）常勤職員分 千円11 19,693 19,693 20,618 20,618 20,222 20,222
人事 に計上されたことによ

るものです。件 12 千円業 再任用職員分 0 0 0 0 0 0
費 費

千円非常勤職員分 13 2,971 2,971 2,944 2,944 3,089 3,089・
コ 総事業費 178,826190,074185,08227,968 27,606 27,24014 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 2,794,1562,969,9062,891,906437,000431,344425,62515 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 0 0 0 0 0 017 千円

都からの補助金等 0 0 0 0 0 018 千円財
源 0 0 0 0 0 0その他の補助金等 19 千円

特定財源計 0 0 0 0 0 020 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 178,826190,074185,08227,968 27,606 27,24021 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 500

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

64 人 336学校司書に対する旅費の支出平
成

7 校 3,481学校図書館活用実践校事業3
（１）主な取組0

4 人 58学校図書館支援パート旅費の支出年
度

6 人 105学校司書研修講師謝礼の
事

その他（学校図書館研究用図書の購入ほか 315）業
実 　引き続き区立小中学校全校に学校司書を配置し、学校図書館の蔵書の充実や館内整備を行うととも
施 に、様々な手法での読書活動の推進や授業での学校図書館活用の充実を図りました。学校図書館活用
状 実践校（小学校4校・中学校3校）では、図書館を活用した調べ学習を進めたり、読書活動の質の向上（２）事業実績況 に取り組みました。また、学校図書館支援担当は運営の相談に応じるとともに、学校司書や司書教諭

等への研修を実施し、資質の向上や情報共有を図りました。平成30年度の学校図書館の1人当たり年
間貸出冊数は、小中学校ともに平成29年度を上回りました。

　学校図書館の充実のため、平成21年度から段階的に学校司書を配置し、平成24年度からは小中学校
全校に配置しています。学校図書館サポートデスクでは各学校図書館の支援を行い、学校図書館の整
備・活用を推進してきました。学校図書館の貸出冊数は、学校司書が配置される前と比べて、小学校

事業開始当初から は2.7倍、中学校は6.4倍の伸びとなり、蔵書冊数については国で定めた基準値を全校で達成するには
至らない状況ですが、平成29年度末には小中学校とも7割、平成30年度は8割の学校が達成しています現在までの変化
。

事
業

　児童・生徒や保護者、また学校からも、学校司書の継続配置を求められており、学校図書館の充実環
についても保護者や区民から期待と要望が寄せられています。

境
事業に対する意見

の
（事業に対する期待・

変
　要望・苦情など）

化
と
方
向

　学校図書館の３つの機能（児童・生徒の読書習慣を培う「読書センター」、児童・生徒の学習活動性
を支える「学習センター」・「情報センター」）の充実・強化を図るため、今後も小中学校全校に学
校司書を配置し、研修を拡充させていきます。学校図書館を活用した教育活動が更に充実するよう活
用実践校の取組を司書教諭研修等を通じて全校へ発信します。また、学校図書館においてタブレット今後（3～5年）の予測
を活用・併用した学習が増えることも予想されます。そうした新たな指導内容・方法等の情報共有やと方向性
新学習指導要領による教科書に適した蔵書の紹介等、学校図書館支援担当による支援を継続しながら
、学校図書館の活用を推進していきます。

　平成21年度から段階的に学校司書を配置し、平成24年度からは小中学校全校に配置してきた結果、
学校図書館の機能の充実が図られ、活発な読書活動や学校図書館を利用した授業実践が充実してきて
います。年間貸出冊数や蔵書冊数は増加傾向にありますが、学校によっては蔵書冊数の基準に満たな
い学校があったり、達成していても新しい情報の図書に更新されないままになっていたり等の課題が評価と課題 あります。また、小学生の読書の質の向上や中学生の読書活動・学校図書館利用も課題となっていま
す。さらにタブレットと図書資料の同時活用による学習例を情報共有し、教育課程の展開に寄与する
学校図書館活用を推進する必要があります。これらの基盤となる校内の運営体制作りや、司書教諭の
役割の意識化・学校司書との連携・協働の推進を進めていきます。

Ⅰ 事業コストの方向性 現状維持
翌年度予算の方向性

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 手段・方法の見直し（改善）

翌 　学校図書館を活用した教育活動の推進及び学校図書館の機能充実を図るため、これまでの成果を踏
まえ引き続き学校司書を小中学校全校に配置し、学校図書館を活性化していきます。「杉並区子ども年
読書活動推進計画」に基づき、学校図書館運営体制の確立や図書・施設・設備の整備・充実を図り、度
学校図書館活用の推進者である司書教諭への働きかけを更に充実させていきます。令和元年度は学校の

翌年度予算の方向性の 図書館活用実践校として6校を指定し、蔵書冊数に配慮しながら、学校図書館活用の計画化と実践を方
理由・内容 進め、その取組を研修等で発信することで、全校の学校図書館の充実につなげていきます。針

IP27PA11



令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00493

事務事業名称 07項 目 01 整理番号款 02 事業 002 506小学校の維持管理

連絡先 昨年度
現担当課名 学校整備課 係名 教育施設整備係 1682 518整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 既定事業

事業開始

平成30年度
学校整備課 事業評価区分 施設維持管理

担当課名

対象 学校教育法第5条根拠 （１）区立小学校の児童及び施設設備 法令
等

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第23条（２）

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
区立小学校数務 ○機械警備等の保守管理を行い、学校施設の安全安心を 指標名（１）

確保する。事
予算の算定根拠指標説明業

の 機械警備実施校数
指標名（２）概

予算の算定根拠要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○機械警備や昇降機等が導入されている小学校につ

成果指標いて、それらの設備の保守管理を実施する。
指標名（１）

指標説明

指標名（２）

指標説明

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

校活動指標（１） 1 100.041 41 41 41 41 41

校活動指標（２） 2 100.037 37 37 37 37 40指
標 成果指標（１） 3

4成果指標（２）

平成30年度千円5 97.0事業費 94,828 96,719 94,607104,774101,631113,373予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 0 0 0 0 0 0 特記事項

（内）委託費 7 千円 65,070 65,673 63,699 73,633 70,579 82,380

8 人 49.38 46.35 46.38 41.40 41.46 36.60常勤職員数
職
再任用職員数員 9 人 11.10 9.10 9.10 14.00 14.00 14.00

数
10.54 5.58 5.40 4.26 5.10 5.80非常勤職員数 人10

総 常勤職員分 千円11 422,792396,849398,451355,667349,342308,392
人事
件 12 千円業 再任用職員分 48,729 39,949 40,295 61,992 62,076 62,076

費 費
千円非常勤職員分 13 31,314 16,578 15,898 12,541 15,754 17,916・

コ 総事業費 597,663550,095549,251534,974528,803501,75714 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 14,577,14613,416,95113,396,36613,048,14612,897,63412,237,97615 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 0 0 0 0 0 017 千円

都からの補助金等 0 0 0 0 0 018 千円財
源 0 0 0 0 0 0その他の補助金等 19 千円

特定財源計 0 0 0 0 0 020 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 597,663550,095549,251534,974528,803501,75721 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 506

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

37 校 21,944機械警備業務委託平
成

7 校 11,302機械設備保守点検業務委託（全館空調校）3
（１）主な取組0

10 校 10,138昇降機保守点検業務委託年
度

41 校 10,169施設保全法定点検業務委託の
事

その他（設備の保守委託　ほか 48,078）業
実 　引き続き、機械警備や機器の保守点検を実施し、学校の安全安心の確保に努めました。
施
状
（２）事業実績況

事業開始当初から
現在までの変化

事
業
事業に対する意見環
（事業に対する期待・境
　要望・苦情など）の

変
化

今後の予測

　学校警備職員の退職による機械警備化が進み、専門事業者への委託が推進されています。
引き続き専門事業者による適切な保守管理を実施し、学校施設の安全安心を確保していきます。

評価と課題

Ⅰ 事業コストの方向性中 今後の方向性
長

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点）期
な
改
善
・
見
今後の進め方直

し
の
方
向

IP27PA11



令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00753

事務事業名称 07項 目 01 整理番号款 02 事業 008 509小中一貫教育校開校準備（高円寺地区）

連絡先 昨年度
現担当課名 学校整備課 係名 教育施設計画係 1685 521整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 臨時事業

事業開始 平成29年度 実行計画事業 目標05 施策 27 計画事業 01

平成30年度
学校整備課 事業評価区分 一般

担当課名

対象 高円寺地域における新しい学校づくり懇談会運営要綱根拠 （１）　杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校の 法令児童・生徒、教職員及び学校利用者
等

（２）

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
学園章検討部会開催回数務 　杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校の 指標名（１）

3校を統合し設置する施設一体型の小中一貫教育校の開事
校に向け、学園章、学園歌及びメモリアルの制作等を行 指標説明業 う。

の 3校のメモリアル検討部会開催回数
指標名（２）概

要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○平成29年度　学園章案及び学園歌案の制作

成果指標○平成30年度　学園章及び学園歌の選定並びにメモ
学園章案制作状況リアル制作準備 指標名（１）

○令和元年度　学園章及び学園歌の決定並びにメモ
リアル制作及び記念式典開催 指標説明

学園歌案制作状況指標名（２）

指標説明

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

回活動指標（１） 1 0.02 3 1 0 0

回活動指標（２） 2 33.32 2 3 1 1指
案標 成果指標（１） 3 10 14 1 1 0 100.0

曲4成果指標（２） 100.01 1 1 1 0

平成30年度千円5 45.0事業費 1,028 1,001 753 339 4,267予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 0 0 0 0 0 特記事項
　この事業は、予算科

（内）委託費 7 千円 578 551 703 289 1,466目（小学校費、中学校
費）の関係で、整理番

8 人 0.00 0.25 0.25 0.25 0.25常勤職員数 号524と分割して記載職
しています。再任用職員数員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
（№509…小学校費、数 №524…中学校費）0.00 0.00 0.00 0.00 0.00非常勤職員数 人10

総 常勤職員分 千円11 0 2,148 2,148 2,107 2,107
人事
件 12 千円業 再任用職員分 0 0 0 0 0

費 費
千円非常勤職員分 13 0 0 0 0 0・

コ 総事業費 1,028 3,149 2,901 2,446 6,37414 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 514,0001,049,6672,901,000 0 015 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 0 0 0 0 017 千円

都からの補助金等 0 0 0 0 018 千円財
源 0 0 0 0 0その他の補助金等 19 千円

特定財源計 0 0 0 0 020 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 1,028 3,149 2,901 2,446 6,37421 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 509

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

0学園章決定平
成

1 曲 50学園歌決定及び編曲3
（１）主な取組0

年
度
の
事

その他（メモリアル作品制作準備 289）業
実 　児童・生徒、保護者、地域住民及び新しい学校づくり懇談会での意見を踏まえ、学園章及び学園歌
施 を決定し、学園歌については、混声三部合唱の編曲を行いました。
状 　メモリアルについては、3校のメモリアル検討部会を開催し、新校舎での展示等について検討を加（２）事業実績況 えるなど、準備を進めました。

　学園章及び学園歌は、平成29年に学園章検討部会を設置し、児童・生徒、保護者、学校関係者や地
域関係者等の意見を基に懇談会で検討を行い、決定しました。
　メモリアルについては、平成29年に3校のメモリアル検討部会を設置し、3校のメモリアル調査結果

事業開始当初から や過去の統合校の事例を踏まえ、検討を加えました。
　なお、抗議活動等に伴い工期を平成31年2月から同年7月へ延長するとともに、新校の開校時期も同現在までの変化
年4月から令和2年4月に変更しました。

事
業

　学園章については、今までの校章に近く重みがある等の意見があり、学園歌については、聴くたび環
に耳に馴染む等の意見がありました。

境 　メモリアルについては、小さな子どもも見やすい位置に展示することや高円寺中学校にある樹木を事業に対する意見
の 活用して作品を制作する等の意見がありました。（事業に対する期待・
変
　要望・苦情など）

化
と
方
向

　学園章、学園歌及びメモリアルが3校の伝統を引き継ぐとともに、新校の象徴として児童・生徒、性
学校関係者や地域関係者に親しまれます。

今後（3～5年）の予測
と方向性

　懇談会委員、児童・生徒、学校関係者及び地域関係者等の意見を基に、3校の伝統を引き継ぐとと
もに新校の象徴として親しまれるものとして学園章及び学園歌を決定しました。また、メモリアルに
ついては、展示方法等について引き続き検討を進めていきます。

評価と課題

Ⅰ 事業コストの方向性 その他・対象外
翌年度予算の方向性

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 対象外

翌 　令和2年4月の開校に伴い、本事業は令和元年度をもって終了する予定です。
年
度
の
翌年度予算の方向性の方
理由・内容針

IP27PA11



令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00500

事務事業名称 07項 目 04 整理番号款 02 事業 001 513小学校の施設整備②

連絡先 昨年度
現担当課名 営繕課 係名 営繕係 1564 525整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 投資事業

事業開始

平成30年度
営繕課 事業評価区分 一般

担当課名

対象 学校教育法第５条、地方自治法第180条の２根拠 （１）区立小学校の児童・教職員及び学校施設利用者 法令
等

杉並区工事施工規程、学校施設の計画保全に関する処理（２） 要領

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
改修工事実施校数務 　小学校の諸施設・設備について、適切に維持保全する 指標名（１）

とともに、教育環境の充実を図っていく。事
指標説明業

の
指標名（２）概

要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○小学校の校舎屋上防水、校舎外壁、便所及び照明

成果指標設備などの改修を計画的に実施する。
改修工事実施割合指標名（１）

実施校数÷計画校数指標説明

指標名（２）

指標説明

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

件　（活動指標（１） 1 100.015 17 17 16 16 13校）
活動指標（２） 2指

％標 成果指標（１） 3 83 100 100 100 100 100 100.0

4成果指標（２）

平成30年度千円5 98.6事業費 369,098605,733604,530500,474493,613715,412予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 369,098605,733604,530500,474493,613715,412特記事項

（内）委託費 7 千円 368,417604,833603,637499,574492,730714,512

8 人 8.22 7.50 8.05 7.90 8.66 7.40常勤職員数
職
再任用職員数員 9 人 0.44 0.40 0.41 0.00 0.00 0.60

数
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00非常勤職員数 人10

総 常勤職員分 千円11 70,380 64,215 69,158 67,869 72,969 62,352
人事
件 12 千円業 再任用職員分 1,932 1,756 1,815 0 0 2,660

費 費
千円非常勤職員分 13 0 0 0 0 0 0・

コ 総事業費 441,410671,704675,503568,343566,582780,42414 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 4,820,8003,880,6474,174,8824,241,8134,560,5635,000,92315 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 0 0 0 0 17,571 017 千円

都からの補助金等 0 0 13,257 0 18,818 018 千円財
源 0 0 0 0 0 0その他の補助金等 19 千円

特定財源計 0 0 13,257 0 36,389 020 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 441,410671,704662,246568,343530,193780,42421 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 513

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

44,150高井戸第三小学校校舎屋上防水改修工事平
成

77,868桃井第一小学校校舎外壁補修工事3
（１）主な取組0

58,320大宮小学校便所改修工事年
度

34,441桃井第四小学校受変電設備取替工事の
事

その他（方南小学校屋上プール改修工事ほか 278,834）業
実 　学校における良好な教育環境の維持・向上を図るため、校舎屋上防水改修工事、校舎外壁補修工事
施 、便所改修工事、受変電設備取替工事、屋上プール改修工事など、学校諸施設の整備工事を行いまし
状 た。（２）事業実績況 　今後も学校の改築時期、施設の劣化状況や耐用年数を考慮しながら、計画的かつ効果的・効率的な

改修工事を実施します。

　学校建物の老朽化が進む中、計画的に改築を行っていく必要がありますが、期間と経費がかかるこ
とから、教育環境の維持保全を行う改修工事の重要性は大きくなっています。

事業開始当初から
現在までの変化

事
業

　学校利用者からは、校舎の傷みや内装の汚れが目立つ等の指摘を受けています。また、使い勝手な環
どの施設面においては、便所改修や校庭整地等が求められています。近隣住民からは、学校周囲の狭

境 あいな道路の整備、校庭の土埃対策とともに、各工事における安全性や騒音・振動対策が求められて事業に対する意見
の います。（事業に対する期待・
変
　要望・苦情など）

化
と
方
向

　今後、建物の築後50年を経過する校舎の増加が見込まれます。施設の機能や教育環境の維持・向上性
性を図るためには、計画的かつ効果的・効率的な改修を行っていくとともに、中長期を見据えた学校
教育施設の改修・改善に取り組む必要があります。

今後（3～5年）の予測
と方向性

　施設機能の維持保全や教育システムの変化等に対応するため、中長期を見据えた学校教育施設の改
修・改善に取り組み、良好な教育環境の維持・向上に努めました。また、教育的なニーズの変化や改
修・改築における費用対効果等を見据えて取り組んでいきます。

評価と課題

Ⅰ 事業コストの方向性 現状維持
翌年度予算の方向性

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 手段・方法の見直し（改善）

翌 　施設・設備は経年劣化していくため、機能や教育環境の維持・向上を図るには、計画的に改修を行
う必要があります。また、建物の耐用年数を経過する校舎の増加が見込まれており、現地調査などに年
より建物の状態を把握することで、改築時期を見極めながら効率的な改修を行っていきます。今後も度
、新しい学校づくりの検討状況及び杉並区立小中学校老朽化改築計画との調整を図りながら、改修計の

翌年度予算の方向性の 画を構築していきます。方
理由・内容針

IP27PA11



令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00503

事務事業名称 07項 目 04 整理番号款 02 事業 007 515小学校空調設備整備

連絡先 昨年度
現担当課名 学校整備課 係名 教育施設整備係 1682 527整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 投資事業

事業開始 平成22年度

平成30年度
学校整備課 事業評価区分 一般

担当課名

対象 学校教育法第5条根拠 （１）区立小学校の児童及び施設設備 法令
等

地方自治法第180条の2（２）

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
空調設備設置校数（特別教室）務 ○教育環境改善のために教室及び屋内運動場に空調設備 指標名（１）

を整備する。事
指標説明業

の 空調設備整備設置校数（屋内運動場）
指標名（２）概

要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○区立小学校の教室及び屋内運動場に空調設備を整

成果指標備する。
空調設備設置率指標名（１）

空調設備設置小学校数÷小学校数（H25・26・27理科室指標説明
、H28・29・30図工・家庭科室)
空調設備設置率指標名（２）

空調設備設置小学校数÷小学校数(Ｒ元・2・3屋内運動指標説明
場)

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

校活動指標（１） 1 100.014 2 2 13 13 0

校活動指標（２） 2 0.00 0 0 0 0 13指
％標 成果指標（１） 3 75 79 79 100 100 0 100.0

％4成果指標（２） 0.00 0 0 0 0 36

平成30年度千円5 99.4事業費 80,981 13,508 11,990100,762100,173156,420予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 80,981 13,508 11,990 0 0 0 特記事項

（内）委託費 7 千円 80,981 13,508 11,990100,762100,173144,000

8 人 0.13 0.10 0.11 0.20 0.24 0.40常勤職員数
職
再任用職員数員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

数
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00非常勤職員数 人10

総 常勤職員分 千円11 1,113 856 945 1,718 2,022 3,370
人事
件 12 千円業 再任用職員分 0 0 0 0 0 0

費 費
千円非常勤職員分 13 0 0 0 0 0 0・

コ 総事業費 82,094 14,364 12,935102,480102,195159,79014 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 79,500428,000472,5007,883,0777,861,154 015 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 0 4,000 2,422 20,000 12,239 6,51817 千円

都からの補助金等 17,633 2,000 2,394 10,000 16,739 018 千円財
源 0 0 0 0 0 86,638その他の補助金等 19 千円

特定財源計 17,633 6,000 4,816 30,000 28,978 93,15620 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 64,461 8,364 8,119 72,480 73,217 66,63421 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 515

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

13 校 98,661小学校家庭科室及び図工室空調設備整備工事平
成
3
（１）主な取組0

年
度
の
事

その他（設計及び工事監理委託 1,512）業
実 井荻小学校外12校の家庭科室11室及び図工室12室に空調設備を設置しました。
施
状
（２）事業実績況

　教育環境を改善し、児童が学習効果を十分発揮できるように、平成22・23年度に普通教室に空調設
備を設置しました。更に学習環境を改善し理科教育を充実させるため、平成26年度には理科室に空調
設備を設置し、また平成28・29・30年度に家庭科室と図工室に空調設備を設置しました。

事業開始当初から
現在までの変化

事
業

　保護者やＰＴＡ協議会などからは、学習環境改善のため、早急に空調設備整備を実施して欲しいと環
の要望が出されています。

境
事業に対する意見

の
（事業に対する期待・

変
　要望・苦情など）

化
と
方
向

　他の教室や学習室・少人数教室及び屋内運動場などにも教育環境改善のための空調設備整備が求め性
られていくことが予測されます。

今後（3～5年）の予測
と方向性

　普通教室と一部の特別教室に空調設備を設置し、学習環境の改善が図られました。令和元年度は、
未設置の特別教室への設置を検討するとともに屋内運動場への設置を進めていきます。また、将来的
には、複数の学校で同時期に空調機の設備更新の必要性が予測され、その対策(平準化等)が求められ
ます。評価と課題

Ⅰ 事業コストの方向性 拡充
翌年度予算の方向性

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 対象の見直し

翌 「杉並区教育ビジョン２０１２」推進計画及びＰＴＡ協議会の要望に基づき、教育環境の均等化を図
るため、空調設備未設置の教室への設置を検討します。年
　また、屋内運動場については、空調設備の設置を３か年で順次計画的に進めていきます。度

の
翌年度予算の方向性の方
理由・内容針

IP27PA11



令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00666

事務事業名称 07項 目 04 整理番号款 02 事業 009 516小中一貫校の施設整備（高円寺地区）

連絡先 昨年度
現担当課名 学校整備課 係名 教育施設計画係 1687 528整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 投資事業

事業開始 平成26年度 実行計画事業 目標05 施策 27 計画事業 01 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

平成30年度
学校整備課 事業評価区分 一般

担当課名

対象 地方自治法第180条の2根拠 （１）杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校の児 法令童・生徒、教職員及び学校利用者
等

学校施設環境改善交付金交付要綱第3（２）

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
建設工事進捗率（平成29～令和元年度）務 ○「高円寺地域における新しい学校づくり計画」に基づ 指標名（１）

き、杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校事
の3校を統合し、現･高円寺中学校の校地を活用した施設 指標説明業 一体型の小中一貫教育校を建設する。

の 環境整備工事進捗率（令和元年度）
指標名（２）概

これまでは設計進捗率であったが、平成28年度に実績値要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段） が100％になったため、指標を変更した。
○平成25年度～開校　新しい学校づくり懇談会開催

成果指標○平成27年度　　　　　　基本設計
○平成27年度～28年度　　実施設計 指標名（１）
○平成28年度末～令和元年度　新校舎建設工事
○令和2年4月　　　 　　 新校開校 指標説明
○令和2年3月～8月　　　 環境整備工事

指標名（２）

指標説明

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

％活動指標（１） 1 96.70 30 29 90 87 100

％活動指標（２） 2 0.00 0 0 0 0 10指
標 成果指標（１） 3

4成果指標（２）

平成30年度千円5 99.6事業費 349,758457,401434,0561,213,6771,208,5691,921,083予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 349,758457,401434,056 0 0 0 特記事項
この事業は、予算科目

（内）委託費 7 千円 349,545457,248433,9491,145,6331,145,5561,804,356（小学校費、中学校費
）の関係で、整理番号

8 人 2.48 2.50 1.59 1.75 1.80 1.75常勤職員数 529と分割して記載し職
ています。再任用職員数員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
（№516…小学校費、数 №529…中学校費）0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00非常勤職員数 人10

総 常勤職員分 千円11 21,234 21,405 13,660 15,034 15,167 14,746
人事
件 12 千円業 再任用職員分 0 0 0 0 0 0

費 費
千円非常勤職員分 13 0 0 0 0 0 0・

コ 総事業費 370,992478,806447,7161,228,7111,223,7361,935,82914 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 0 713,500471,03413,652,34414,065,93119,358,29015 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 10,280 0 59,214 0 158,741 017 千円

都からの補助金等 0 0 0 0 0 018 千円財
源 0 0 0 0 0 0その他の補助金等 19 千円

特定財源計 10,280 0 59,214 0 158,741 020 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 360,712478,806388,5021,228,7111,064,9951,935,82921 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 516

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

1,144,750建設工事平
成

62,622初度備品3
（１）主な取組0

年
度
の
事

その他（事務費等 1,197）業
実 　平成30年度は、外装工事の大部分が終了するなどし、建設工事進捗率は約87％に達しました。
施
状
（２）事業実績況

　平成26年3月に高円寺地域における新しい学校づくり懇談会を設置し、保護者や学校関係者、地域
関係者の意見を伺いながら教育方針や校名、通学路の安全対策など具体的な検討を進めてきました。
　また、開校に向けた取組や懇談会での意見等について教育委員会ホームページに掲載するとともに

事業開始当初から 近隣住民や近隣の幼稚園、保育施設にニュース誌を配布して周知を図りました。
　平成28年に東京都中高層建築物紛争の予防と調整に関する条例に基づく説明会及び工事説明会を開現在までの変化
催したところ、校舎の配置等について一部近隣住民から要望があり、設計変更を実施しました。
　また、抗議活動等に伴い工期を平成31年2月から同年7月へ延長するとともに、新校の開校時期も同
年4月から令和2年4月に変更しました。事

業
　施設一体型により小中一貫教育の効果を高め、児童・生徒が共に通う学校として配慮すべき点を明環
確にしながら、規模の適切さも含めて検討を進めることを求める意見や、地域の力を生かせる多世代

境 が交流する学校、安全性の高い地域防災の拠点となる学校にしてほしいなどの要望がありました。事業に対する意見
の 　また、周辺住民等から杉並第四小学校との小中学校分離型に計画を見直すべきとの要望がありまし（事業に対する期待・ たが、現計画に至る経過、学校での取組などを説明してきました。変
　要望・苦情など） 　開校時期の変更については、変更により生まれた時間を有効に活用し、児童・生徒の相互交流を行化

うなど開校に向けて万全を期すように等の意見がありました。
と
方
向

　令和2年4月の開校により、現杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校の児童・生徒の交性
流活動がより盛んになるとともに、学校関係者や地域住民との緊密な連携及び交流が図られています
。

今後（3～5年）の予測
と方向性

　令和元年7月の新校舎竣工及び令和2年4月の開校に向け建設工事の進捗管理を行うとともに、体育
や部活動等に係る代替運動場の活用など、工事期間中の高円寺中学校の学校運営に支障が生じないよ
う努めて計画を進めていきます。
　また、3校の新校舎への移転が円滑に進むよう、学校関係者と緊密な連携を図っていきます。評価と課題

Ⅰ 事業コストの方向性 現状維持
翌年度予算の方向性

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 手段・方法の見直し（改善）

翌 　予算及び債務負担行為に基づき、適切に工事を実施していきます。
年
度
の
翌年度予算の方向性の方
理由・内容針

IP27PA11



令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00673

事務事業名称 07項 目 04 整理番号款 02 事業 011 517桃井第二小学校の改築

連絡先 昨年度
現担当課名 学校整備課 係名 教育施設計画係 1697 530整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 投資事業

事業開始 平成26年度 実行計画事業 目標05 施策 27 計画事業 01 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

平成30年度
学校整備課 事業評価区分 一般

担当課名

対象 学校教育法第5条根拠 （１）桃井第二小学校の児童、教職員及び学校関係者 法令
等

地方自治法第180条の2（２）

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
建設工事進捗率（平成29～30年度）務 「総合計画・実行計画」に基づき、平成27年に築50年を 指標名（１）

迎えた桃井第二小学校の改築事業を図る。事
指標説明業

の 環境整備工事進捗率（平成31年度）
指標名（２）概

これまでは設計進捗率であったが、平成28年度に実績値要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段） が100%になったため、指標を変更した。
○平成26年度　改築検討懇談会設置

成果指標○平成27年度　改築検討懇談会運営
　　　　　　　基本設計 指標名（１）
○平成28年度　実施設計
　　　　　　　仮設校舎建設 指標説明
○平成29年度～30年度　新校舎建設工事
○令和元年度　環境整備工事 指標名（２）

指標説明

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

％活動指標（１） 1 100.00.0 20.0 21.0 100.0 100.0 0.0

％活動指標（２） 2 0.00 0 0 0 0 100指
標 成果指標（１） 3

4成果指標（２）

平成30年度千円5 99.5事業費 243,1511,161,4791,153,1963,033,3893,017,110376,438予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 243,1511,161,4791,153,196 0 0 0 特記事項

（内）委託費 7 千円 229,782985,491983,3002,735,8252,723,098369,921

8 人 1.76 1.00 1.61 1.50 1.82 1.50常勤職員数
職
再任用職員数員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

数
1.00 1.00 1.00 1.00 0.00 0.00非常勤職員数 人10

総 常勤職員分 千円11 15,069 8,562 13,832 12,887 15,335 12,639
人事
件 12 千円業 再任用職員分 0 0 0 0 0 0

費 費
千円非常勤職員分 13 2,971 2,971 2,944 2,944 0 0・

コ 総事業費 261,1911,173,0121,169,9723,049,2203,032,445389,07714 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 0 576,650798,85730,492,20030,324,450 015 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 0 0 123,031 0 437,444 017 千円

都からの補助金等 0 0 0 0 0 018 千円財
源 0 0 0 0 0 0その他の補助金等 19 千円

特定財源計 0 0 123,031 0 437,444 020 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 261,1911,173,0121,046,9413,049,2202,595,001389,07721 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 517

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

2,672,616改築関係工事（建設工事、解体、その他工事）平
成

12 月 153,871仮設校舎賃借3
（１）主な取組0

43,489工事監理委託年
度

136,396初度調弁の
事

その他（備品搬出、代替運動措置等 10,738）業
実 　平成29年に引き続き仮設校舎と既存北校舎を併せた学校運営を行いました。体育の授業については
施 、都立荻窪高校・松溪中学校を代替運動場として使用するとともに、旧若杉小プールを活用した水泳
状 指導が円滑に実施できるよう必要な工具運搬、児童の送迎などを行い、教育環境の確保を図りました（２）事業実績況 。

　平成29年度から開始した新校舎建設工事は、平成31年3月に完了しました。

　計画発表当初は、改築対象となった経緯や仮設校舎の建設及び代替運動場の確保の不安など、計画
概要に対する質問を多く受けたところですが、改築検討懇談会における意見交換、懇談会ニュースの
発行、説明会の開催などにより、改築事業について関係者に周知を図り、理解を深めてきました。

事業開始当初から 　これらの取組により、現在は、新校舎の施設内容や建設工事の進め方などについて、保護者や近隣
住民の理解、協力が得られています。現在までの変化

事
業

　保護者からは新校舎の整備内容を確認する意見、近隣住民からは建設及び解体工事の進め方や住環環
境に対する配慮を求める意見など、事業の内容、進め方を確認する意見が寄せられるようになりまし

境 た。事業に対する意見
の
（事業に対する期待・

変
　要望・苦情など）

化
と
方
向

　平成31年3月に新校舎が竣工しました。性
　平成31年4月から仮設校舎及び既存北校舎の解体を始めます。今年度に実施する校庭や外構等の環
境整備工事の完了をもって本改築事業は終了となります。

今後（3～5年）の予測
と方向性

　新校舎建設工事に当たっては、学校の行事予定や近隣住民からの要望を踏まえ、工程・工法の工夫
に努めることで、児童の教育環境、近隣住民の生活環境に可能な限りの配慮を行いました。
　令和元年度に実施する仮設校舎や既存北校舎の解体及び環境整備工事においても、保護者や近隣住
民等に対する情報提供や要望対応を適宜適切に行いつつ、令和2年3月の校庭完成に向けて工事を着実評価と課題 に進めていきます。

Ⅰ 事業コストの方向性 その他・対象外
翌年度予算の方向性

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 手段・方法の見直し（改善）

翌 令和元年度に実施する仮設校舎や既存北校舎の解体、環境整備工事の完了をもって、桃井第二小学校
の改築工事がすべて終了します。年

度
の
翌年度予算の方向性の方
理由・内容針

IP27PA11



令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00760

事務事業名称 07項 目 04 整理番号款 02 事業 013 519富士見丘小・中学校の改築

連絡先 昨年度
現担当課名 学校整備課 係名 教育施設計画係 1698 532整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 投資事業

事業開始 平成29年度 実行計画事業 目標05 施策 27 計画事業 01 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

平成30年度
学校整備課 事業評価区分 一般

担当課名

対象 学校教育法第5条根拠 （１）富士見丘小・中学校の児童生徒、教職員及び学校利用者 法令
等

自地方自治法第180条の2（２）

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
設計進捗率（平成30～令和2年度、基本計画務 総合計画・実行計画に基づき、平成28年度に取得した企 指標名（１） 含む）業用地を活用して、富士見丘小学校を移転し隣接する富事

士見丘中学校との一体的整備を図ります。 指標説明業
の 改築検討懇談会開催回数（累計）

指標名（２）概
要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

○平成29年度　　内部検討
成果指標○平成30年度　　改築検討懇談会設置・運営

　　　　　　　　基本計画 指標名（１）
○令和元年度　　改築検討懇談会運営
　　　　　　　　基本設計 指標説明
○令和2年度　　 実施設計
○令和3年度～　 新校舎建設工事 指標名（２）

指標説明

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

％活動指標（１） 1 100.00 0 10 10 30

回活動指標（２） 2 116.70 0 6 7 10指
標 成果指標（１） 3

4成果指標（２）

平成30年度千円5 54.3事業費 3,564 3,564 9,861 5,350 71,484予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 3,564 3,564 0 0 0 特記事項
・改築基本計画策定等

（内）委託費 7 千円 3,564 3,564 9,070 4,848 71,229支援業務委託で落差金
が大きかったため、執

8 人 0.00 1.00 1.20 1.34 1.15常勤職員数 行率が低くなっていま職
す。再任用職員数員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
・この事業は、予算科数 目（小学校費、中学校0.00 0.00 0.00 0.00 0.00非常勤職員数 人10
費）の関係で、整理番

総 号530と分割して記載常勤職員分 千円11 0 8,591 10,309 11,291 9,690
人事 しています。

（No.519…小学校費、件 12 千円業 再任用職員分 0 0 0 0 0
No.530…中学校費）費 費

千円非常勤職員分 13 0 0 0 0 0・
コ 総事業費 3,564 12,155 20,170 16,641 81,17414 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 0 0 2,017,0001,664,1002,705,80015 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 0 0 0 0 017 千円

都からの補助金等 0 0 0 0 018 千円財
源 0 0 0 0 0その他の補助金等 19 千円

特定財源計 0 0 0 0 020 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 3,564 12,155 20,170 16,641 81,17421 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 519

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

1,566富士見丘小・中学校改築基本計画策定等支援業務委託平
成

2,970富士見丘小・中学校改築に伴う測量調査業務委託3
（１）主な取組0

年
度
の
事

その他（改築検討懇談会委員謝礼ほか 814）業
実 　富士見丘小学校・富士見丘中学校の一体的整備に向け、学校関係者・地域関係者・学識経験者で構
施 成する改築検討懇談会を設置・運営し、同懇談会での意見交換等を踏まえ、改築基本計画を策定しま
状 した。また、両敷地の土地測量を行い、今後の設計に向けた準備を着実に進めました。（２）事業実績況

　改築基本計画の策定に当たって、地域住民や保護者を対象とした説明会の開催、改築かわら版の発
行等を行ったことで、小学校の移転と中学校との一体的整備に係る学校・地域の方々の理解が進みつ
つあります。

事業開始当初から
現在までの変化

事
業

　区内最大規模の公園となる（仮称）都立高井戸公園の環境を生かして、質の高い学校づくりや地域環
防災力の向上に寄与するような施設づくりを望む声があります。

境
事業に対する意見

の
（事業に対する期待・

変
　要望・苦情など）

化
と
方
向

　令和元年度に予定される放射5号線の本線4車線化や、令和2年度から順次予定されている（仮称）性
都立高井戸公園の開園など、今後の周辺環境の変化を視野に、学校設計を着実に進めていく必要があ
ります。また、今後は学区域内に残る生産緑地の宅地化等も見据えて、増加傾向にある児童・生徒数
の変化にも柔軟に対応できる施設づくりを設計の中で具体化していきます。今後（3～5年）の予測

と方向性

　改築検討懇談会との意見交換を行うとともに、地域住民や保護者を対象とした説明会を開催するな
ど、ご意見を伺いながら、目指す学校像や、敷地条件、周辺道路整備等の方向性を定めた改築基本計
画を策定することができました。今後は引き続き、懇談会の意見を踏まえつつ、基本設計をとりまと
め、さらに実施設計を通じて、改築基本計画で定めた学校づくりの目標や取組を着実に実現していき評価と課題 ます。

Ⅰ 事業コストの方向性 拡充
翌年度予算の方向性

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 手段・方法の見直し（改善）

翌 　令和元年度の基本設計を踏まえて、令和2年度は実施設計を進めます。
年
度
の
翌年度予算の方向性の方
理由・内容針

IP27PA11



令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00507

事務事業名称 07項 目 01 整理番号款 03 事業 002 521中学校の維持管理

連絡先 昨年度
現担当課名 学校整備課 係名 教育施設整備係 1682 534整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 既定事業

事業開始

平成30年度
学校整備課 事業評価区分 施設維持管理

担当課名

対象 学校教育法第5条根拠 （１）区立中学校の生徒及び施設設備 法令
等

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第23条（２）

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
区立中学校数務 ○機械警備等の保守管理を行い、学校施設の安全安心を 指標名（１）

確保する。事
予算の算定根拠指標説明業

の 機械警備実施校数
指標名（２）概

予算の算定根拠要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○機械警備や昇降機等が導入されている中学校につ

成果指標いて、それらの設備の保守管理を実施する。
指標名（１）

指標説明

指標名（２）

指標説明

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

校活動指標（１） 1 100.023 23 23 23 23 23

校活動指標（２） 2 100.022 22 22 22 22 22指
標 成果指標（１） 3

4成果指標（２）

平成30年度千円5 91.7事業費 376,15140,497 38,686 43,049 39,468 46,462予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 0 0 0 0 0 0 特記事項

（内）委託費 7 千円 38,924 40,471 38,663 43,023 39,445 46,435

8 人 16.38 19.35 19.39 17.40 17.46 18.40常勤職員数
職
再任用職員数員 9 人 13.10 10.10 10.10 12.00 12.00 13.00

数
2.48 3.10 3.00 3.06 3.60 3.60非常勤職員数 人10

総 常勤職員分 千円11 140,246165,675166,579149,483147,118155,038
人事
件 12 千円業 再任用職員分 57,509 44,339 44,723 53,136 53,208 57,642

費 費
千円非常勤職員分 13 7,368 9,210 8,832 9,009 11,120 11,120・

コ 総事業費 581,274259,721258,820254,677250,914270,26214 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 25,272,78311,292,21711,253,04311,072,91310,909,30411,750,52215 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 0 0 0 0 0 017 千円

都からの補助金等 0 0 0 0 0 018 千円財
源 0 0 0 0 0 0その他の補助金等 19 千円

特定財源計 0 0 0 0 0 020 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 581,274259,721258,820254,677250,914270,26221 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 521

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

22 校 14,838機械警備業務委託平
成

4 校 5,747機械設備保守点検業務委託（全館空調校）3
（１）主な取組0

9 校 8,311昇降機保守点検業務委託年
度

23 校 5,863施設保全法定点検業務委託の
事

その他（設備の保守委託　ほか 4,709）業
実 　引き続き、機械警備や機器の保守点検を実施し、学校の安全安心の確保に努めました。
施
状
（２）事業実績況

事業開始当初から
現在までの変化

事
業
事業に対する意見環
（事業に対する期待・境
　要望・苦情など）の

変
化

今後の予測

　学校警備職員の退職による機械警備化が進み、専門事業者への委託が推進されています。
引き続き専門事業者による適切な保守管理を実施し、学校施設の安全安心を確保していきます。

評価と課題

Ⅰ 事業コストの方向性中 今後の方向性
長

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点）期
な
改
善
・
見
今後の進め方直

し
の
方
向

IP27PA11



令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00755

事務事業名称 07項 目 01 整理番号款 03 事業 007 524小中一貫教育校開校準備（高円寺地区）

連絡先 昨年度
現担当課名 学校整備課 係名 教育施設計画係 1687 537整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 臨時事業

事業開始 平成29年度 実行計画事業 目標05 施策 27 計画事業 01

平成30年度
学校整備課 事業評価区分 一般

担当課名

対象 高円寺地域における新しい学校づくり懇談会運営要綱根拠 （１）　杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校の 法令児童・生徒、教職員及び学校利用者
等

（２）

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
学園章検討部会開催回数務 　杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校の 指標名（１）

3校を統合し設置する施設一体型の小中一貫教育校の開事
校に向け、学園章、学園歌及びメモリアルの制作等を行 指標説明業 う。

の 3校のメモリアル検討部会開催回数
指標名（２）概

要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○平成29年度　学園章案及び学園歌案の制作

成果指標○平成30年度　学園章及び学園歌の選定並びにメモ
学園章案制作状況リアル制作準備 指標名（１）

○令和元年度　学園章及び学園歌の決定並びにメモ
リアル制作及び記念式典開催 指標説明

学園歌案制作状況指標名（２）

指標説明

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

回活動指標（１） 1 0.02 3 1 0 0

回活動指標（２） 2 33.32 2 3 1 1指
案標 成果指標（１） 3 10 14 1 1 0 100.0

曲4成果指標（２） 100.01 1 1 1 0

平成30年度千円5 67.5事業費 828 801 502 339 2,628予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 0 0 0 0 0 特記事項
　この事業は、予算科

（内）委託費 7 千円 378 351 452 289 852目（小学校費、中学校
費）の関係で、整理番

8 人 0.00 0.25 0.25 0.25 0.25常勤職員数 号509と分割して記載職
しています。再任用職員数員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
（№509…小学校費、数 №524…中学校費）0.00 0.00 0.00 0.00 0.00非常勤職員数 人10

総 常勤職員分 千円11 0 2,148 2,148 2,107 2,107
人事
件 12 千円業 再任用職員分 0 0 0 0 0

費 費
千円非常勤職員分 13 0 0 0 0 0・

コ 総事業費 828 2,949 2,650 2,446 4,73514 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 414,000983,0002,650,000 0 015 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 0 0 0 0 017 千円

都からの補助金等 0 0 0 0 018 千円財
源 0 0 0 0 0その他の補助金等 19 千円

特定財源計 0 0 0 0 020 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 828 2,949 2,650 2,446 4,73521 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 524

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

0学園章決定平
成

1 曲 50学園歌決定及び編曲3
（１）主な取組0

年
度
の
事

その他（メモリアル作品制作準備 289）業
実 　児童・生徒、保護者、地域住民及び新しい学校づくり懇談会での意見を踏まえ、学園章及び学園歌
施 を決定し、学園歌については、混声三部合唱の編曲を行いました。
状 　メモリアルについては、3校のメモリアル検討部会を開催し、新校舎でのメモリアルの展示等につ（２）事業実績況 いて検討を加えるなど、準備を進めました。

　学園章及び学園歌は、平成29年に学園章検討部会を設置し、児童・生徒、保護者、学校関係者や地
域関係者等の意見を基に懇談会で検討を行い、決定しました。
　メモリアルについては、平成29年に3校のメモリアル検討部会を設置し、3校のメモリアル調査結果

事業開始当初から や過去の統合校の事例を踏まえ、検討を加えました。
　なお、抗議活動等に伴い工期を平成31年2月から同年7月へ延長するとともに、新校の開校時期も同現在までの変化
年4月から令和2年4月に変更しました。

事
業

　学園章については、今までの校章に近く重みがある等の意見があり、学園歌については、聴くたび環
に耳に馴染む等の意見がありました。

境 　メモリアルについては、小さな子どもも見やすい位置に展示することや高円寺中学校にある樹木を事業に対する意見
の 活用して作品を制作する等の意見がありました。（事業に対する期待・
変
　要望・苦情など）

化
と
方
向

　学園章、学園歌及びメモリアルが3校の伝統を引き継ぐとともに、新校の象徴として児童・生徒、性
学校関係者や地域関係者に親しまれます。

今後（3～5年）の予測
と方向性

　懇談会委員、児童・生徒、学校関係者及び地域関係者等の意見を基に、3校の伝統を引き継ぐとと
もに新校の象徴として親しまれるものとして学園章及び学園歌を決定しました。また、メモリアルに
ついては、展示方法等について引き続き検討を進めていきます。

評価と課題

Ⅰ 事業コストの方向性 その他・対象外
翌年度予算の方向性

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 対象外

翌 　令和2年4月の開校に伴い、本事業は令和元年度をもって終了する予定です。
年
度
の
翌年度予算の方向性の方
理由・内容針

IP27PA11



令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00513

事務事業名称 07項 目 03 整理番号款 03 事業 001 527中学校の施設整備

連絡先 昨年度
現担当課名 営繕課 係名 営繕係 1564 540整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 投資事業

事業開始

平成30年度
営繕課 事業評価区分 一般

担当課名

対象 学校教育法第5条、地方自治法第180条の2根拠 （１）区立中学校の生徒、教職員及び学校施設利用者 法令
等

杉並区工事施工規程、学校施設の計画保全に関する処理（２） 要領

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
改修工事実施校数務 　中学校の諸施設・設備について適切に維持保全すると 指標名（１）

ともに、教育環境の充実を図っていく。事
指標説明業

の
指標名（２）概

要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○中学校の校舎屋上防水、校舎外壁、便所び照明設

成果指標備などの改修を計画的に実施する。
改修工事実施割合指標名（１）

実施校数÷計画校数指標説明

指標名（２）

指標説明

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

件（校活動指標（１） 1 100.013 7 7 7 7 8）
活動指標（２） 2指

％標 成果指標（１） 3 100 100 100 100 100 100 100.0

4成果指標（２）

平成30年度千円5 97.9事業費 533,957296,995290,859291,926285,731367,637予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 533,957296,995290,859291,926285,731367,637特記事項

（内）委託費 7 千円 533,957296,995290,859291,926285,731367,637

8 人 4.06 3.70 3.97 3.90 4.27 3.60常勤職員数
職
再任用職員数員 9 人 0.22 0.20 0.21 0.00 0.00 0.30

数
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00非常勤職員数 人10

総 常勤職員分 千円11 34,762 31,679 34,106 33,505 35,979 30,334
人事
件 12 千円業 再任用職員分 966 878 930 0 0 1,330

費 費
千円非常勤職員分 13 0 0 0 0 0 0・

コ 総事業費 569,685329,552325,895325,431321,710399,30114 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 2,748,3084,651,0005,005,1434,786,4295,139,8573,958,00015 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 0 0 0 0 1,048 017 千円

都からの補助金等 0 0 0 0 13,263 018 千円財
源 0 0 0 0 0 0その他の補助金等 19 千円

特定財源計 0 0 0 0 14,311 020 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 569,685329,552325,895325,431307,399399,30121 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 527

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

31,320阿佐ヶ谷中学校校舎屋上防水改修工事平
成

106,638高井戸中学校校舎外壁補修工事3
（１）主な取組0

84,240阿佐ヶ谷中学校便所改修工事年
度

2,376東原中学校給食用リフト改修工事の
事

その他（中瀬中学校防球網設置工事ほか 61,157）業
実 　学校における良好な教育環境の維持・向上を図るため、校舎屋上防水改修工事、校舎外壁補修工事
施 、便所改修工事など、学校諸施設の整備工事を行いました。
状 　今後も学校の改築時期、施設の劣化状況や耐用年数を考慮しながら、計画的かつ効果的・効率的な（２）事業実績況 改修工事を実施します。

　学校建物の老朽化が進む中、改築を計画的に行っていく必要がありますが、期間と経費がかかるこ
とから、教育環境の維持保全を行う改修工事の重要性は大きくなっています。

事業開始当初から
現在までの変化

事
業

　学校利用者からは、校舎の傷みや内装の汚れが目立つ等の指摘を受けています。また、使い勝手な環
どの施設面においては、便所改修や校庭整地、バリアフリー化等を求められています。近隣住民から

境 は、学校周囲の狭あいな道路の整備、校庭の土埃対策とともに、各工事における安全性や騒音・振動事業に対する意見
の 対策等が求められています。（事業に対する期待・
変
　要望・苦情など）

化
と
方
向

　今後、建物の築後50年を経過する校舎の増加が見込まれます。施設の機能や教育環境の維持・向上性
性を図るためには、計画的かつ効果的・効率的な改修を行っていくとともに、中長期を見据えた学校
教育施設の改修・改善に取り組む必要があります。

今後（3～5年）の予測
と方向性

　施設機能の維持保全や教育システムの変化等に対応するため、中長期を見据えた学校教育施設の改
修・改善に取り組み、良好な教育環境の維持・向上に努めました。また、教育的なニーズの変化や改
修・改築における費用対効果等を見据えて取り組んでいきます。

評価と課題

Ⅰ 事業コストの方向性 現状維持
翌年度予算の方向性

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 手段・方法の見直し（改善）

翌 　施設・設備は経年劣化していくため、機能や教育環境の維持・向上を図るには、計画的に改修を行
う必要があります。また、建物の耐用年数を経過する校舎の増加が見込まれており、現地調査などに年
より建物の状態を把握することで、改築時期を見極めながら効率的な改修を行っていきます。今後も度
、新しい学校づくりの検討状況及び杉並区立小中学校老朽化改築計画との調整を図りながら、改修計の

翌年度予算の方向性の 画を構築していきます。方
理由・内容針

IP27PA11



令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00668

事務事業名称 07項 目 03 整理番号款 03 事業 005 528中学校空調設備整備

連絡先 昨年度
現担当課名 学校整備課 係名 教育施設整備係 1682 541整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 投資事業

事業開始 平成22年度

平成30年度
学校整備課 事業評価区分 一般

担当課名

対象 学校教育法第5条根拠 （１）区立中学校の生徒及び施設設備 法令
等

地方自治法第180条の2（２）

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
空調設備設置校数（特別教室）務 ○教育環境改善のために教室及び屋内運動場に空調設備 指標名（１）

を整備する。事
指標説明業

の 空調設備設置校数（屋内運動場）
指標名（２）概

要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○区立中学校の教室及び屋内運動場に空調設備を整

成果指標備する。
空調設備設置率指標名（１）

空調設備設置中学校数÷中学校数(Ｈ26・27理科室、Ｈ2指標説明
8～30家庭科室、Ｒ元・2美術・技術科室)
空調設備設置率指標名（２）

空調設備設置中学校数÷中学校数（Ｒ元・2・3屋内運動指標説明
場)

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

校活動指標（１） 1 100.09 1 2 5 5 16

校活動指標（２） 2 0.00 0 0 0 0 6指
％標 成果指標（１） 3 54 56 58 66 66 79 100.0

％4成果指標（２） 0.00 0 0 0 0 29

平成30年度千円5 97.3事業費 56,808 16,513 15,711 37,527 36,509234,508予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 56,808 16,513 15,711 0 0 0 特記事項

（内）委託費 7 千円 56,808 16,513 15,711 37,527 36,509230,368

8 人 0.08 0.05 0.11 0.20 0.24 0.40常勤職員数
職
再任用職員数員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

数
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00非常勤職員数 人10

総 常勤職員分 千円11 685 428 945 1,718 2,022 3,370
人事
件 12 千円業 再任用職員分 0 0 0 0 0 0

費 費
千円非常勤職員分 13 0 0 0 0 0 0・

コ 総事業費 57,493 16,941 16,656 39,245 38,531237,87814 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 76,111428,000472,5007,849,0007,706,20014,867,37515 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 0 2,000 2,575 12,000 6,648 10,48217 千円

都からの補助金等 12,703 1,000 3,634 6,000 6,271 6,11218 千円財
源 0 0 0 0 0 67,645その他の補助金等 19 千円

特定財源計 12,703 3,000 6,209 18,000 12,919 84,23920 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 44,790 13,941 10,447 21,245 25,612153,63921 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 528

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

5 校 34,997中学校家庭科室空調設備整備工事平
成
3
（１）主な取組0

年
度
の
事

その他（設計及び工事監理委託 1,512）業
実 　高井戸中学校外4校の家庭科室10室に空調設備を設置しました。
施
状
（２）事業実績況

　教育環境を改善し、生徒が学習効果を十分発揮できるように、平成22・23年度に普通教室に空調設
備を設置しました。更に学習環境を改善し理科教育を充実させるため、平成26・27年度には理科室に
空調設備を設置し、また、平成28・29・30年度に家庭科室にも空調設備を設置しました。

事業開始当初から
現在までの変化

事
業

　保護者やＰＴＡ協議会などからは、学習環境改善のため、早急に空調設備整備を実施して欲しいと環
の要望が出されています。

境
事業に対する意見

の
（事業に対する期待・

変
　要望・苦情など）

化
と
方
向

　他の教室や学習室・少人数教室及び屋内運動場などにも教育環境改善のための空調設備整備が求め性
られていくことが予測されます。

今後（3～5年）の予測
と方向性

　普通教室と一部の特別教室に空頭設備を設置し、学習環境の改善が図られました。令和元年度は、
空調設備未設置の美術室及び屋内運動場への整備を進めていきます。
　今後はそれ以外の未設置の教室などへの設置が課題となります。また、将来的には、複数の学校で
同時期に空調機の設備更新の必要性が予測されることから、その対策(平準化等)が求められます。評価と課題

Ⅰ 事業コストの方向性 拡充
翌年度予算の方向性

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 対象の見直し

翌 　「杉並区教育ビジョン２０１２」推進計画及びＰＴＡ協議会の要望に基づき、教育環境の均等化を
図るため、空調設備未設置の美術室に空調設備を設置します。年
　また、屋内運動場については、空調設備の設置を３か年で順次計画的に進めていきます。度

の
翌年度予算の方向性の方
理由・内容針

IP27PA11



令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00669

事務事業名称 07項 目 03 整理番号款 03 事業 007 529小中一貫校の施設整備（高円寺地区）

連絡先 昨年度
現担当課名 学校整備課 係名 教育施設計画係 1684 542整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 投資事業

事業開始 平成26年度 実行計画事業 目標05 施策 27 計画事業 01 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

平成30年度
学校整備課 事業評価区分 一般

担当課名

対象 地方自治法第180条の2根拠 （１）杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校の児 法令童・生徒、教職員及び学校利用者
等

学校施設環境改善交付金交付要綱第3（２）

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
建設工事進捗率（平成29～令和元年度）務 ○「高円寺地域における新しい学校づくり計画」に基づ 指標名（１）

き、杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校事
の3校を統合し、現高円寺中学校の校地を活用した施設 指標説明業 一体型の小中一貫教育校を設置する。

の 環境整備工事進捗率（令和元年度）
指標名（２）概

これまでは設計進捗率であったが、平成28年度に実績値要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段） が100％になったため、指標を変更した。
○平成25年度～開校　新しい学校づくり懇談会開催

成果指標○平成27年度　　　　　　基本設計
○平成27年度～28年度　　実施設計 指標名（１）
○平成28年度末～令和元年度　新校舎建設工事
○令和2年4月　　　 　　 新校開校 指標説明
○令和2年3月～8月　　　 環境整備工事

指標名（２）

指標説明

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

％活動指標（１） 1 96.70 30 29 90 87 100

％活動指標（２） 2 0.00 0 0 0 0 10指
標 成果指標（１） 3

4成果指標（２）

平成30年度千円5 99.9事業費 349,778457,630438,0691,221,6611,220,2212,077,586予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 349,778457,630438,069 0 0 0 特記事項
この事業は、予算科目

（内）委託費 7 千円 349,453453,451433,9891,146,8031,146,6762,007,009（小学校費、中学校費
）の関係で、整理番号

8 人 2.47 2.50 1.59 1.75 1.80 1.75常勤職員数 516と分割して記載し職
ています。再任用職員数員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
（№516…小学校費、数 №529…中学校費）0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00非常勤職員数 人10

総 常勤職員分 千円11 21,148 21,405 13,660 15,034 15,167 14,746
人事
件 12 千円業 再任用職員分 0 0 0 0 0 0

費 費
千円非常勤職員分 13 0 0 0 0 0 0・

コ 総事業費 370,926479,035451,7291,236,6951,235,3882,092,33214 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 0 713,500471,03413,741,05614,199,86220,923,32015 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 10,280 0 59,215 0 158,741 017 千円

都からの補助金等 0 0 0 0 0 018 千円財
源 0 0 0 0 0 0その他の補助金等 19 千円

特定財源計 10,280 0 59,215 0 158,741 020 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 360,646479,035392,5141,236,6951,076,6472,092,33221 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）

IP27PA10



令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 529

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

1,144,750建設工事平
成

72,988用地取得費3
（１）主な取組0

36代替運動場措置年
度
の
事

その他（事務費等 2,447）業
実 　平成30年度は、外装工事の大部分が終了するなどし、建設工事進捗率は約87％に達しました。
施
状
（２）事業実績況

　平成26年3月に高円寺地域における新しい学校づくり懇談会を設置し、保護者や学校関係者、地域
関係者の意見を伺いながら教育方針や校名、通学路の安全対策など具体的な検討を進めてきました。
　また、開校に向けた取組や懇談会での意見等について教育委員会ホームページに掲載するととも

事業開始当初から に近隣住民や近隣の幼稚園、保育施設にニュース誌を配布して周知を図りました。
　平成28年に東京都中高層建築物紛争の予防と調整に関する条例に基づく説明会及び工事説明会を開現在までの変化
催したところ、校舎の配置等について一部近隣住民から要望があり、設計変更を実施しました。
　また、抗議活動等に伴い工期を平成31年2月から同年7月へ延長するとともに、新校の開校時期も同
年4月から令和2年4月に変更しました。事

業
　施設一体型により小中一貫教育の効果を高め、児童・生徒が共に通う学校として配慮すべき点を明環
確にしながら、規模の適切さも含めて検討を進めることを求める意見や、地域の力を生かせる多世代

境 が交流する学校、安全性の高い地域防災の拠点となる学校にしてほしいなどの要望がありました。事業に対する意見
の 　また、周辺住民等から杉並第四小学校との小中学校分離型に計画を見直すべきとの要望がありまし（事業に対する期待・ たが、現計画に至る経過、学校での取組などを説明してきました。変
　要望・苦情など） 　開校時期の変更については、変更により生まれた時間を有効に活用し、児童・生徒の相互交流を行化

うなど開校に向けて万全を期すように等の意見がありました。
と
方
向

　令和2年4月の開校により、現杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校の児童・生徒の交性
流活動がより盛んになるとともに、学校関係者や地域住民との緊密な連携及び交流が図られています
。

今後（3～5年）の予測
と方向性

　令和元年7月の新校舎竣工及び令和2年4月の開校に向け建設工事の進捗管理を行うとともに、体育
や部活動等に係る代替運動場の活用など、工事期間中の高円寺中学校の学校運営に支障が生じないよ
う努めて計画を進めていきます。
　また、3校の新校舎への移転が円滑に進むよう、学校関係者と緊密な連携を図っていきます。評価と課題

Ⅰ 事業コストの方向性 現状維持
翌年度予算の方向性

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 手段・方法の見直し（改善）

翌 　予算及び債務負担行為に基づき、適切に工事を実施していきます。
年
度
の
翌年度予算の方向性の方
理由・内容針
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令和元年度杉並区事務事業評価表（１）
（　　　）00756

事務事業名称 07項 目 03 整理番号款 03 事業 008 530富士見丘小・中学校の改築

連絡先 昨年度
現担当課名 学校整備課 係名 教育施設計画係 1698 543整理番号電話番号

上位施策No・施策名 27学校教育環境の整備・充実 予算事業区分 投資事業

事業開始 平成29年度 実行計画事業 目標05 施策 27 計画事業 01 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

平成30年度
学校整備課 事業評価区分 一般

担当課名

対象 学校教育法第5条根拠 （１）富士見丘小・中学校の児童生徒、教職員及び学校利用者 法令
等

地方自治法第180条の2（２）

事 活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
設計進捗率（平成30～令和2年度、基本計画務 総合計画・実行計画に基づき、平成28年度に取得した企 指標名（１） 含む）業用地を活用して、富士見丘小学校を移転し隣接する富事

士見丘中学校との一体的整備を図ります。 指標説明業
の 改築検討懇談会開催回数（累計）

指標名（２）概
要 指標説明活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

○平成29年度　　内部検討
成果指標○平成30年度　　改築検討懇談会設置・運営

　　　　　　　　基本計画 指標名（１）
○令和元年度　　改築検討懇談会運営
　　　　　　　　基本設計 指標説明
○令和2年度　 　実施設計
○令和3年度～ 　新校舎建設工事 指標名（２）

指標説明

平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成28年度
区分 単位 計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績（目標値）

％活動指標（１） 1 100.00 0 10 10 30

回活動指標（２） 2 116.70 0 6 7 10指
標 成果指標（１） 3

4成果指標（２）

平成30年度千円5 51.8事業費 21,276 20,553 10,246 5,306 71,484予算執行率(%)

6 千円（内）投資的経費等 21,276 20,553 0 0 0 特記事項
・改築基本計画策定等

（内）委託費 7 千円 21,108 20,386 9,455 4,848 71,229支援業務委託で落差金
が大きかったため、執

8 人 0.00 1.00 1.20 1.34 1.15常勤職員数 行率が低くなっていま職
す。再任用職員数員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
・この事業は、予算科数 目（小学校費、中学校0.00 0.00 0.00 0.00 0.00非常勤職員数 人10
費）の関係で、整理番

総 号519と分割して記載常勤職員分 千円11 0 8,591 10,309 11,291 9,690
人事 しています。

（No.519…小学校費、件 12 千円業 再任用職員分 0 0 0 0 0
No.530…中学校費）費 費

千円非常勤職員分 13 0 0 0 0 0・
コ 総事業費 21,276 29,144 20,555 16,597 81,17414 千円ス (5+11+12+13)
ト 単位当たりコスト 0 0 2,055,5001,659,7002,705,80015 円((14-6）÷1)把
握 0 0 0 0 0受益者負担分 16 千円

国からの補助金等 0 0 0 0 017 千円

都からの補助金等 0 0 0 0 018 千円財
源 0 0 0 0 0その他の補助金等 19 千円

特定財源計 0 0 0 0 020 千円（16+17+18+19）

差引：一般財源 21,276 29,144 20,555 16,597 81,17421 千円（14-20）

受益者負担比率 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.022
（16÷14）
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令和元年度杉並区事務事業評価表（２）

整理番号 530

内　　容 規模 単位 事業費（千円）

1,566富士見丘小・中学校改築基本計画策定等支援業務委託平
成

2,970富士見丘小・中学校改築に伴う測量調査業務委託3
（１）主な取組0

年
度
の
事

その他（改築検討懇談会委員謝礼ほか 770）業
実 　富士見丘小学校・富士見丘中学校の一体的整備に向け、学校関係者・地域関係者・学識経験者で構
施 成する改築検討懇談会を設置・運営し、同懇談会での意見交換等を踏まえ、改築基本計画を策定しま
状 した。また、両敷地の土地測量を行い、今後の設計に向けた準備を着実に進めました。（２）事業実績況

　改築基本計画の策定に当たって、地域住民や保護者を対象とした説明会の開催、改築かわら版の発
行等を行ったことで、小学校の移転と中学校との一体的整備に係る学校・地域の方々の理解が進みつ
つあります。

事業開始当初から
現在までの変化

事
業

　区内最大規模の公園となる（仮称）都立高井戸公園の環境を生かして、質の高い学校づくりや地域環
防災力の向上に寄与するような施設づくりを望む声があります。

境
事業に対する意見

の
（事業に対する期待・

変
　要望・苦情など）

化
と
方
向

　令和元年度に予定される放射5号線の本線4車線化や、令和2年度から順次予定されている（仮称性
）都立高井戸公園の開園など、今後の周辺環境の変化を視野に、学校設計を着実に進めていく必要が
あります。また、今後は学区域内に残る生産緑地の宅地化等も見据えて、増加傾向にある児童・生徒
数の変化にも柔軟に対応できる施設づくりを設計の中で具体化していきます。今後（3～5年）の予測

と方向性

　改築検討懇談会との意見交換を行うとともに、地域住民や保護者を対象とした説明会を開催するな
ど、ご意見を伺いながら、目指す学校像や、敷地条件、周辺道路整備等の方向性を定めた改築基本計
画を策定することができました。今後は引き続き、懇談会の意見を踏まえつつ、基本設計をとりまと
め、さらに実施設計を通じて、改築基本計画で定めた学校づくりの目標や取組を着実に実現していき評価と課題 ます。

Ⅰ 事業コストの方向性 拡充
翌年度予算の方向性

Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 手段・方法の見直し（改善）

翌 　令和元年度の基本設計を踏まえて、令和2年度は実施設計を進めます。
年
度
の
翌年度予算の方向性の方
理由・内容針
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